
【先進工学研究科機能デザイン工学専攻】 

修了認定・学位授与の方針 [ディプロマ・ポリシー] 
1．修士課程においては、「デザイン思考に対する深い理解のもと、ナノメディスンとロボティクスの先端的な知識の

融合を通じて『ヒトのカラダを助ける工学』を創出するとともに、独創性、広い視野、柔軟な発想によってイノベ

ーションを生み出すことで、人口減少社会の諸問題の解決につながる成果とその意義を社会に示すことのできる人

材を育成する」ことを目的として、以下の知識・能力を身に付け、機能デザイン工学専攻で定める所定の単位を修

得し、かつ、修士の学位論文の審査および試験に合格した学生に対して修了を認定し、修士（工学）の学位を授与

する。 
(1) 多様な専門性を要求される業務に必要となる高度な専門的知識 
(2) 研究者・技術者として倫理観を持ち、国際社会で活躍できる能力 
(3) 自ら情報収集・分析し、課題を発見・設定、解決するデザイン思考能力 
(4) 独創的かつ指導的に研究活動を行い、社会に貢献する能力 
(5) 自らが展開する科学・技術について、人間、社会および地球環境との調和の観点から俯瞰的に評価できる能力 
 

2．博士後期課程においては、「デザイン思考に対するきわめて深い理解のもと、ナノメディスンとロボティクスの先

端的な知識の高度な融合を通じて『ヒトのカラダを助ける工学』の創出を主導するとともに、自ら課題を分析して

テーマ設定から自律的に研究を行い、独創性、広い視野、柔軟な発想によってイノベーションを持続的に生み出す

ことで、グローバルな視点からの工学分野の発展と人口減少社会の諸問題の解決につなげることができる人材を育

成する 」ことを目的として、以下の知識・能力を身に付け、機能デザイン工学専攻で定める所定の単位を修得

し、かつ、博士の学位論文の審査、試験、学力確認のための試問に合格した学生に対して修了を認定し、博士（工

学）の学位を授与する。 
(1) 多様な専門性を要求される業務に必要となるきわめて高度な専門的知識と倫理観 
(2) 国際的視野を持って先端的研究分野を開拓できる能力 
(3) 柔軟な思考と深い洞察に基づいて、自ら情報収集・分析し、課題を発見・設定、解決する能力 
(4) 自立して独創的かつ指導的に研究活動を行い、社会に貢献する能力 

 
教育課程編成・実施の方針 [カリキュラム・ポリシー] 

「デザイン思考に対する深い理解のもと、ナノメディスンとロボティクスの先端的な知識の融合を通じて『ヒトのカ

ラダを助ける工学』を創出する」という機能デザイン工学専攻の理念に基づき、修士課程は「独創性、広い視野、

柔軟な発想によってイノベーションを生み出すことで、人口減少社会の諸問題の解決につながる成果とその意義を

社会に示すことのできる人材を育成する 」ことを目的とし、博士後期課程は「自ら課題を分析してテーマ設定か

ら自律的に研究を行い、独創性、広い視野、柔軟な発想によってイノベーションを持続的に生み出すことで、グロ

ーバルな視点からの工学分野の発展と人口減少社会の諸問題の解決につなげることができる人材を育成する」こと

を目的とした教育課程を編成する。 
 
1．修士課程では、学士課程で修得した幅広い教養とデザイン思考、さらにナノメディスン、ロボティクスを中心と

した専門知識を基盤として、「一般教養科目」、「専門科目」および「研究指導」からなる科目編成を行い、高度な

専門性を要する研究開発能力を養うとともに、それまでに学んだ学問の枠組みにとらわれない学際的な新しい視点

を持ち、より精深な学識を修得した人材を育成する。 
(1) 「一般教養科目」では、研究者・技術者としてグローバルに活躍するため、倫理観、文化・価値観、コミュニケ

ーション能力等を高める。 
(2) 「専門科目」では、ナノメディスン、ロボティクスおよびそれに関連する分野の専門的知識の修得と、先端的な

技術開発における課題解決の鍵となる、デザイン思考に根差した創造力・展開力を涵養する。学生が主体的に学

習に取り組める科目を編成し、研究者・技術者に必要な思考力・判断力・表現力等を養成する。また、他研究科・

他専攻・他大学大学院の授業科目の履修を可能とし、学際的な分野の学習や異分野交流の機会を提供し、幅広く

かつ深い学識の修得を目指す。 
(3) 「研究指導」では、ナノメディスン、ロボティクスおよびその融合技術領域におけるグローバルな学術情報・研

究開発動向を調査・分析できる能力、専門知識・技能を活用して研究開発における課題を解決する能力とともに、

国際学会・会議等における研究発表の実践を通し、研究開発を推進できる技能と能力およびコミュニケーション

能力の向上を図る。 
 
2．博士後期課程では、修士課程で修得した幅広い教養、倫理観および高度な専門知識を要する研究開発能力を基盤

として、「研究指導」、「一般教養科目」により、デザイン思考に対して深く精通したうえで、ナノメディスン、ロ

ボティクスおよびその融合研究領域に関してより高度なレベルで独創的・創造的な研究を遂行する能力を有し、か

つグローバルな視点から工学分野の発展と社会課題の解決に貢献する人材を育成する。 
(1) 「研究指導」では、国内外の学会等での研究発表、学術論文の発表、外国語文献の調査、指導教員との討論、異

分野交流の機会等を通して、自身の専門分野の研究成果を正確に表現する能力、研究開発推進スキルおよびコミ

ュニケーション能力の向上を図る。また、国際的な研究者と連携して自身の専門分野のみならず、幅広い分野で



創造的・先導的に研究開発活動を行える資質を涵養する。 
(2) 「一般教養科目」では、研究者・技術者としてグローバルに活躍するため、倫理観、文化・価値観、コミュニケ

ーション能力を伸長し、国際社会で科学技術による社会貢献をするために必要十分な知識と見識を修得する。 
 
入学者受入れの方針 [アドミッション・ポリシー] 
「デザイン思考に対する深い理解のもと、ナノメディスンとロボティクスの先端的な知識の融合を通じて『ヒトのカ

ラダを助ける工学』を創出する」という機能デザイン工学専攻の理念に基づき、 
1． 修士課程においては、学士課程で修得した基礎学力と幅広い教養を基に、ナノメディスン、ロボティクスおよび

その関連分野で、自ら課題を解決するために必要なデザイン思考能力、さらに判断力、表現力等の修得を目指す

人、又は高度な専門性を要する職業等に必要な能力の修得を目指す人 
2． 博士後期課程においては、修士課程で修得した専門知識と研究能力をもとに、既存の工学の枠を超えて自立して

独創的・創造的研究を行う意欲のある人 
3． グローバルな視点で科学技術や社会の動向に広く関心を持ち、専門性に長けた科学者および技術者として多様な

人々と協働して研究を行う意欲がある人 
を多様な選抜方法により広く求める。 

 
【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 
（一般入学試験） 
専攻のアドミッション・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーに合致する専門知識、英語力、思考力および表現力

を持ち、自ら研究を行う態度のある人を、修士課程においては、書類審査、資格・検定試験の成績、面接等により、

博士後期課程においては、書類審査、修士論文・研究計画についての口頭試問等により選抜する。 
（推薦入学試験） 
修士課程において、専攻の特性に見合う専門知識、英語力、思考力および表現力を持ち、専門分野の枠を超えて自ら

研究を行う態度のある人を書類審査、小論文、面接等により選抜する。 
（社会人特別選抜、外国人留学生入学試験） 
研究機関又は企業等で得た経験、学問に対する意欲的な姿勢や考え方、海外で身に付けた能力を持つ人を、修士課程

においては、書類審査、資格・検定試験の成績、面接等により、博士後期課程においては、書類審査、修士論文・研

究計画についての口頭試問等により選抜する。 
 
 


